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ＮＳＴミニレクチャー第２８回 ～微量元素について～ 

月に 1度の栄養の勉強、ＮＳＴミニレクチャーのコーナーです。 

今回は前回のビタミンに続き、「微量元素について」です。 

 

１. 微量元素 

 生体内に存在が確認されている元素は 45種あり、そのうち 

生命活動に必要不可欠な必須元素は 27種存在します。この 

なかで体内含有量が鉄より少ないもの、又は 1日の必要量 

が 100mg以下である銅・亜鉛・マンガン・ヨウ素・クロム・ 

セレン・モリブデンを必須微量元素と呼びます。表 1には各 

微量元素の欠乏症状について示しました。 

 経腸栄養管理では、栄養剤によって異なりますが、銅・ 

亜鉛・セレンの欠乏について聞かれるため注意が必要です。 

その中で、銅と亜鉛については消化管からの吸収において 

拮抗するため、どちらかが多いとどちらかが欠乏する可能性 

があります。 

※特にエンシュアのみでは、セレン・クロム・モリブデンを 

含有しないため、注意が必要です。 

 

２.栄養素の吸収について  

 表 2に、各栄養素の腸管での吸収部位を示しました。 

三大栄養素・ビタミン・微量元素のほとんどは小腸の上部 

で吸収されます。例外としてビタミン B12が回腸末端部で 

吸収されます。また、ビタミン B12の吸収には胃で分泌さ 

れる内因子が必要であり、胃を摘出した患者ではビタミン 

B12の吸収障害が起こります。また、胆汁酸も回腸末端部 

で吸収されます。胆汁の吸収が障害されると脂質の吸収が 

阻害されるため、脂溶性ビタミンの吸収も低下します。 

≪文責：栄養管理室 伊東 内線 5128≫ 

《参考資料：臨床栄養 2017.9月号臨時増刊》 

（表 1）微量元素の欠乏症状 

（表 2）腸管における栄養素の主要吸収部位 

編集後記 

新年あけましておめでとうございます。栄養管理室では入院患者さんに少しでも 

年末年始の気分を楽しんでいただくため、行事食を毎年提供しています。 

本年もどうぞよろしくお願い致します。 

 


